

































して開始剤濃度 Io=0.1，0.5， 1.25， 6.25 [g/L"water]で反応温度
T.をいずれも 50，70， 90 ["C]の全部で 12通りの実験を行った。
また実験より得られた重合率曲線で傾きが安定している初期から中
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図4司反尻温度とA項の関係 島-， .時目脂..・ うに表される。 Aについ
0.1 
0.01 0.1 10 ては片対数図表で直線の関係式が得られた。またBについてはIo軸
1屯IL-w]
回4開始桝温度と反応償7時間の関係 にほぼ平行な直線が得られた。このA、Bを(1)式に代入すると
T;=7.5X 10-3 e (一0.09Te)I。一0.7・・・(2 ) で表される。そこでT.の
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粒子であることから全てのサンプルの多分散度 dw/dnを式(5 )、(6 )より求めたのが図8である。
dw = };(nd4)/ }; (nd3 )・・・ (5) dn=};{nd)/};n..・(6) 
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